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川崎市における相談支援従事者研修企画検討体系図（案）

相談支援従事者指導者
養成研修（国）

【神奈川県内（3県市）の連携
・専門コース別研修 等

自立支援協議会人材育成部会（仮）

研修企画検討委員会

【検討内容】
・川崎市における相談支援専門員の人材育成のあり方や方向性、市独自で
必要な研修内容の概要（科目等）について検討する。

【事務局】
・市自立支援協議会企画運営会議構成員
（基幹相談支援センター、区障害者支援係、市（障害計画課、地域包
括ケア推進室））

【事務局】
・高齢社会福祉総合センター、市（障害計画課）

【検討内容】
・研修全体のカリキュラム、演習の進行表や演習で使用する様式、
事前課題、当日のファシリテーターの役割等について検討する。
進行表には、演習の各セッションにおける、ねらい・到達目標・
ファシリテータ―向けの留意点等を盛り込む。

・ファシリテーターの選定や調整、ファシリテーター向け説明会や
研修会を検討する。

・その他実施に向けて必要な事柄を検討する。

・研修等へ参加
・県内連携

人材育成の基本的な方向性の検討

各研修の実行部隊

・質の向上へ向けて連携
・各地域における人材育成
の取り組み
（OJTや支援者支援等）

川崎市内の各地域・人材

基幹相談支援
センター 専門機関

〈地域の人材育成を推進〉

［南部］川崎区、幸区
［中部］中原区、高津区、宮前区
［北部］多摩区、麻生区

協議会で検討した基本的な方向性等
に基づき、知識・技術等の伝達

・研修の受講
・一部の方には各研修への協力依頼 法定研修 川崎市

独自研修

・初任者研修
・現任研修
・主任研修

・地域リーダー研修

研修実施

各相談支援従事者研修（川崎市委託）

検討へ
参画

検討へ参画

協議会で検討した人材育成の基
本的な方向性を踏まえ、
実施に向けて具体的な内容を検
討し、実行・改善していく。

H29 H30 H31 H32

協議会

委員会

方向性の
検討

具体的な
検討

実行・改善

〈自立支援協議会と研修企画検討委員会の役割〉

実行・改善
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新研修の検討における自立支援協議会と研修企画検討委員会の整理（案）
【基本的な考え方】
○自立支援協議会
⇒国の動向に留意しつつ、川崎市における相談支援専門員の人材育成のあり方や基本的な方向性を検討する。
○研修企画検討委員会
⇒自立支援協議会が検討した方向性を踏まえ、実施に向けて具体的な内容を検討し、実行・改善していく。

※平成３１年度からの新研修実施を想定

H29 H30 H31 H32

自立支援協議会

研修企画検討委員会

≪新研修における役割分担≫

【検討内容】
○自立支援協議会
・川崎市の相談支援専門員の人材育成のあり方や方向性、市独自で必要な研修内容の概要（科目等）につい
て検討する
※H30以降の検討課題は別途要検討。（想定例：人材育成に向けた地域での取り組み等）

○研修企画検討委員会
・研修全体のカリキュラム、演習の進行表や演習で使用する様式、事前課題、当日のファシリテーターの役
割等について検討する。進行表には、演習の各セッションにおける、ねらい・到達目標・ファシリテータ
―向けの留意点等を盛り込む。
・ファシリテーターの選定や調整、ファシリテーター向け説明会や研修会を検討する。
・その他実施に向けて必要な事柄を検討する。

新研修実施に向けた
具体的な検討

実行・改善

人材育成のあり方、
方向性の検討

実行・改善

-
1
4
-


